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用語集 

これまで気象庁の刊行物において用語集に取り上げている気候変動に関する用語のうち、本報告

書でも使用しているものを以下に掲載する。この解説が本報告書をより深く理解する一助となれば

幸いである。なお、用語の後ろに配置した[ ]は、略語等の読み仮名を平仮名で記載したものである。

（IPCC, 2021; WMO, 2022; 気象庁, 2015; 気象庁, 2024c; 気象庁, 2024h） 

 

アンサンブル 

条件を少しずつ変えた多数の予測実験を行い、平均やばらつきの程度といった統計的な情報を

用いて予測の不確実性を捉える手法。 

一酸化二窒素（N2O）[えぬつーおー] 

1 分子当たりの温室効果が二酸化炭素の約 273 倍と大きく、対流圏では極めて安定しているた

め大気中の寿命が 109 年と長い気体である。大気中に放出される一酸化二窒素の約 57％は自

然起源（海洋や土壌など）であり、人為起源（バイオマス燃焼、施肥及び各種工業過程など）

によるものは約 43％である（WMO, 2024）。これらは成層圏において主に太陽紫外線により分

解されて消滅する。 

ウォーカー循環 

太平洋赤道域で見られる東西の循環。通常、対流圏下層で東風が、上層で西風が吹いており、

インドネシア付近が上昇流域に、太平洋東部が下降流域になっている。エルニーニョ現象時に

はこの循環が弱くなることが知られている。 

エーロゾル（「エアロゾル」とも言う。） 

大気中に浮遊している固体あるいは液体の微粒子。地表や海面から舞い上がるものや、工業活

動によって排出されるばい煙、気体（前駆物質）から生成される二次生成粒子などがある。太

陽光の吸収・散乱や凝結核として雲の生成などに影響する。エーロゾルのうち、粒子の大きさ

（粒径）が 2.5 μm 以下と非常に小さいものを微小粒子状物質（PM2.5）という。PM2.5 は、髪

の毛の太さの 1/30 程度と非常に小さいため、吸引による健康への影響が懸念されている。 

エルニーニョ／ラニーニャ現象 

エルニーニョ現象は、太平洋赤道域の日付変更線付近から南米沿岸にかけて海面水温が平年よ

り高くなり、その状態が一年程度続く現象である。逆に、同じ海域で海面水温が平年より低い

状態が続く現象はラニーニャ現象と呼ばれ、いずれも数年に一度発生する。エルニーニョ現象

やラニーニャ現象は、日本を含め世界中の異常な天候の要因となりうると考えられている。 

 

図 用語集.1 エルニーニョ監視海域（NINO.3）の位置 
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気象庁では、エルニーニョ監視海域（北緯 5 度～南緯 5 度、西経 150 度～西経 90 度；図 用語

集.1 中の NINO.3 の領域）の月平均海面水温の基準値（その年の前年までの 30 年間の各月の

平均値）との差の 5 か月移動平均値が、6 か月以上続けて+0.5°C 以上／−0.5°C 以下となった場

合をエルニーニョ／ラニーニャ現象としている。 

図 用語集.2 は典型的なエルニーニョ現象及びラニーニャ現象が発生している時の太平洋にお

ける海面水温の平年偏差の分布を示している。日付変更線（経度 180 度）の東から南米沿岸に

かけての赤道沿いで、赤あるいは青の色が濃く、海面水温の平年偏差が大きくなっている。 

エルニーニョ／ラニーニャ現象は、太平洋の赤道付近で吹いている持続的な東風（貿易風）と

密接な関係がある。貿易風は、エルニーニョ現象時には弱く、ラニーニャ現象時には強い傾向

が見られる。貿易風の強さを決める要因は太平洋の東部と西部の間の海面気圧の差だが、この

気圧差は大小を交互に繰り返しており、これを南方振動という。エルニーニョ／ラニーニャ現

象と南方振動は、それぞれが独立に起きているのではなく、大気と海洋が相互に影響を及ぼし

あって起きている一つの現象の異なった側面であり、これらを総合的に捉えて「エルニーニョ・

南方振動（El Niño - Southern Oscillation）」、略して「ENSO（エンソ）」という。 

オゾン層破壊物質 

成層圏オゾンを破壊する物質であり、通常、「オゾン層を破壊する物質に関するモントリオー

ル議定書」によりその生産等が規制されている物質を指す。主要なものとして、クロロフルオ

ロカーボン類（CFC-11、CFC-12、CFC-113 など。これを日本では一般に「フロン」と呼ぶ場

合がある）、四塩化炭素、ハイドロクロロフルオロカーボン（HCFCs）、1,1,1-トリクロロエタ

ン、塩化メチル、ハロン類、臭化メチルなどがある。また、これらのオゾン層破壊物質は温室

効果ガスでもある。 

オゾンホール 

南極上空のオゾン量が極端に少なくなる現象で、オゾン層に穴のあいたような状態であること

からその名が付けられた。南半球の冬季から春季に当たる 8～9 月頃発生、急速に発達し、11

～12 月頃に消滅するという季節変動をする。1980 年代初めからこのような現象が観測されて

      

図 用語集.2 エルニーニョ現象時（左）及びラニーニャ現象時（右）の月平均海面水温平年偏差 

赤が平年より高く、青が平年より低く、色が濃いほど平年偏差が大きいことを表す。左の図は、

1997/1998 エルニーニョ現象が最盛期にあった 1997 年 11 月における海面水温の平年偏差、右の図は

1988/1989 ラニーニャ現象が最盛期であった 1988 年 12 月における海面水温の平年偏差。単位は°C。 
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いる。なお、オゾンホール面積は、南緯 45 度以南におけるオゾン全量が 220 m atm-cm 以下の

領域面積として算出している。 

温室効果 

地球の大気には二酸化炭素などの温室効果ガスと呼ばれる気体がわずかに含まれている。これ

らの気体は赤外線を吸収し、再び放出する性質があるため、太陽からの光で暖められた地球の

表面から熱放射として放出された赤外線の多くが、大気に吸収され、再び射出された赤外線が

地球の表面に吸収される。これらの過程により、地表面及び地表面付近の大気を暖めることを

温室効果と呼ぶ。仮に温室効果が無い場合の地球の表面の平均温度は－19°C と見積もられて

いるが、温室効果のために世界の平均気温はおよそ 14°C と推定される。大気中の温室効果ガ

スが増えると温室効果が強まり、地球の表面の気温が高くなる。代表的な温室効果ガスには、

二酸化炭素、メタン、一酸化二窒素などがある。なお、水蒸気は最も大きな温室効果を持つが、

大気中の水蒸気量の主な変動要因は気温であり、人間活動に伴う水蒸気排出量ではない。水蒸

気は気候変動に対する強制力というよりフィードバック因子と考えられるため、地球温暖化問

題を議論する際には一般的に人為起源温室効果ガスとは区別して扱う。 

気候変動 

ある地点や地域の気候が変わること。ある時間規模から見て一方向に変化することを「気候変

化」、可逆な変化を「気候変動」として区別することもある。地球の気候システムの内部変動に

起因する数年規模の変動から、外部強制力による数万年以上の規模の変動までを含む。 

気候変動に関する政府間パネル（IPCC）[あいぴーしーしー] 

気候変動に関する政府間パネル。世界気象機関（WMO）と国連環境計画（UNEP）により、

1988 年に設立された。気候変動の（1）自然科学的根拠、（2）影響・適応策及び脆弱性、（3）

緩和策について評価を行う３つの作業部会と、温室効果ガス目録（インベントリ）に関するタ

スクフォースを設置し、各国の科学者や専門家の協力の下、報告書を取りまとめている。その

報告書の内容は、気候変動に関する条約交渉などにおいて、様々な議論に科学的根拠を与える

重要な資料として利用されている。 

極端現象 

気候的な平均状態から大きく離れた現象。異常気象は 30 年に一回以下の発生頻度の現象を指

すが、極端現象はこれより発生頻度が大きい現象も含む。台風のように年に複数回起こる現象

でも気象災害を起こしたり、社会経済に大きな影響を及ぼしたりすることから、統計上の発生

頻度に関わらず極端現象と呼ぶ。 

結合モデル相互比較プロジェクト（CMIP）[しーみっぷ] 

世界気候研究計画（WCRP）による結合モデル相互比較プロジェクト（CMIP: Coupled Model 

Intercomparison Project）。CMIP の成果は、IPCC 評価報告書で使用される。第 5 期（CMIP5）

及び第 6 期（CMIP6）について、詳しくは付録 A.1.4 項「気候モデルの国際比較」及び以下の

ウェブページを参照。 

CMIP5：https://wcrp-cmip.org/cmip-phase-5-cmip5/ 

CMIP6：https://wcrp-cmip.org/cmip-phase-6-cmip6/ 

https://wcrp-cmip.org/cmip-phase-5-cmip5/
https://wcrp-cmip.org/cmip-phase-5-cmip5/
https://wcrp-cmip.org/cmip-phase-6-cmip6/
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紅斑紫外線量 

太陽光に含まれる紫外線を継続的に浴びると、皮膚が赤くなる（紅斑）などの変化が起きる。

これが長年にわたって繰り返されると、皮膚ガンや白内障の発症率の増加など健康に悪影響を

与えることが知られている。紅斑紫外線量は、人体に及ぼす影響を示すために、波長によって

異なる影響度を考慮して算出した紫外線量である。 

再解析データ 

様々な観測データを過去にさかのぼって解析し直して作成した、気圧、気温、風など様々な気

象要素に関する、長期にわたり品質が均質なデータセット。過去・現在気候の定量的な比較や

異常気象要因の分析等、様々な用途に活用されている。 

ジェット気流 

対流圏上部または圏界面付近の狭い領域に集中して吹いている帯状の非常に強い風。通常は 10 

km くらい上空に強風の軸があり、中心の風速は寒候期には 50～100 m/s に達する。 

シナリオ、2°C /4°C上昇シナリオ 

人間活動の影響に伴う将来の気候変動予測を行うため、温室効果ガスや大気汚染物質の排出量、

土地利用形態等が将来どのように変化するか仮定したもの。本報告書では、IPCC 第 5 次及び

第 6 次評価報告書で使用されたシナリオのうち、2100 年頃の気温上昇を工業化以前と比べて

2°C 未満に抑えることを目指す想定である RCP2.6 シナリオ及び SSP1-2.6 シナリオを「2°C 上

昇シナリオ」、追加的な緩和策を取らない想定である RCP8.5 シナリオ及び SSP5-8.5 シナリオ

を「4°C 上昇シナリオ」として主な将来予測結果を掲載している。詳細はコラム 3 参照。 

人為起源 

ある現象の原因のうち、人間活動に帰せられるもの。気候変動の場合、気候システムの内部変

動等は自然起源であるのに対して、人間活動に伴う温室効果ガスやエーロゾル等の排出に起因

する変動について人為起源と呼ぶ。 

太平洋十年規模変動（PDO）[ぴーでぃーおー] 

北太平洋で大気と海洋が連動して十年から数十年の時間規模で変動する現象。海面水温が北太

平洋中央部で平年より低く（高く）なるとき、北太平洋東部や太平洋赤道域の中部から東部で

平年より高く（低く）なる変動。このとき、海面気圧が北太平洋の高緯度で平年より低く（高

く）なる傾向がある。このような大気循環の変化に伴い、北米を中心に天候への影響が見られ

る。 

長期変化傾向 

年々の値から短周期の変動を取り除いた際の変化の方向、又はその量。10 年や 100 年当たりの

変化量として表すことが多い。 

二酸化炭素（CO2）[しーおーつー] 

地球温暖化に及ぼす影響が最も大きな温室効果ガス。工業化時代の始まり（18 世紀半ば）以降、

人間活動に伴う化石燃料の消費、森林減少などの土地利用の変化、セメント生産などによる二

酸化炭素の排出により大気中の濃度が増加しつつある。工業化以降に人間活動によって排出さ
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れた二酸化炭素量のおよそ半分が大気中に残留しており、残りは大気から取り除かれ、海洋や

陸上生物圏に蓄積されている（IPCC, 2021）。 

熱波 

一般的に、気温が過去の記録と比較して異常に高い状態が持続する状況を指すが、明確な定義

は存在しない。 

パーセンタイル 

百分位数（percentile）。データを値の小さい方から順に並べた場合に全体の N%の位置にある

ものを N パーセンタイルという。例えば、データの個数が 100 である場合、33 パーセンタイ

ルは小さい方から数えて 33 番目のデータを指す。 

梅雨前線 

春から盛夏への季節の移行期に、日本から中国大陸付近に出現する停滞前線で、一般的には、

南北振動を繰り返しながら沖縄地方から東北地方へゆっくり北上する。 

ハドレー循環 

低緯度における子午面方向の南北直接循環。この循環の上昇気流域は対流活動が活発な熱帯収

束域に、下降気流域は亜熱帯高気圧域に対応する。北半球が夏の時は赤道付近の対流圏下層で

は南風が、上層では北風が吹き、冬の時はその逆となる。 

ハロカーボン類 

塩素、臭素等のハロゲン原子を含む炭素化合物の総称であり、その多くは強力な温室効果ガス

であり、人工的な生産により、その大気中濃度は 20 世紀後半以降急速に増加した。その大気

中濃度は二酸化炭素の 100 万分の 1 程度であるが、単位質量当たりの温室効果は二酸化炭素の

数千倍を超えるものもある。クロロフルオロカーボン類（CFC-11、CFC-12、CFC-113 など。

これを日本では一般に「フロン」と呼ぶ場合がある）、四塩化炭素、ハイドロクロロフルオロカ

ーボン類（HCFCs）、1,1,1-トリクロロエタン、塩化メチル、ハロン類、臭化メチルなどは、温

室効果ガスであると同時にオゾン層破壊物質でもある。このほか、ハイドロフルオロカーボン

類（HFC-134a、HFC-152a など。）などがある。 

ヒートアイランド現象 

都市部を中心に気温が上昇する現象。気温の高い地域が都市部を中心に島のような形状に分布

することから、このように呼ばれる。 

ブロッキング（高気圧） 

中・高緯度で偏西風の蛇行が非常に大きくなった場合、高緯度側に蛇行したリッジが発達した

場所では地上でも高気圧が発達し、停滞する。この高気圧をブロッキング高気圧という。 

放射強制力 

大気中の温室効果ガスやエーロゾルにより、放射のバランスが、それらがない場合と比べてど

の程度変化するかをあらわす量。通常、対流圏界面での値を使う。これが正（＋）の場合は対

流圏を暖める効果（地球温暖化）があり、負（－）の場合は冷やす効果がある。 
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北極振動 

高緯度域と中緯度域における海面気圧が、シーソーのように一方が高いと一方が低くなる現象

である。北極地方の海面気圧が平年より高く、中緯度帯の気圧が平年より低い場合を「負の北

極振動」と呼び、北極地方から中緯度に向かって寒気が流れ込みやすくなる。逆に、北極地方

の気圧が平年より低く、中緯度帯の気圧が平年より高い場合を「正の北極振動」と呼び、中緯

度への寒気の南下が弱くなる。 

マルチモデル 

複数のモデル。異なる複数の気候モデルが算出する予測結果を参照することにより、不確実性

の評価等を行う。 

メタン（CH4）[しーえいちふぉー] 

二酸化炭素に次いで地球温暖化に及ぼす影響が大きな温室効果ガスであり、1 分子当たりの温

室効果が二酸化炭素の約 27.9 倍と大きい。大気中に放出されるメタンのおよそ 40%は自然起

源（湿地や淡水など）であり、人為起源（畜産、稲作、化石燃料採掘、埋め立て、廃水、バイ

オマス燃焼など）によるものは約 60%である（WMO, 2024）。メタンは、主に大気中の OH ラ

ジカル（ラジカルとは非常に反応性が高く不安定な分子のこと）と反応し、消失するために大

気中の寿命は 11.8 年と短い。 

モンスーン 

季節風（季節的に交替する卓越風系）を意味し、広い意味では、この季節風に伴う雨の変化（雨

季・乾季）も含めてモンスーンと定義される。季節風が卓越する地域はモンスーン気候帯と呼

ばれ、アジア大陸からオーストラリア北部にかけては最も典型的なモンスーン気候帯である。 

モントリオール議定書 

オゾン層を破壊するおそれのある物質を特定し、当該物質の生産や消費の規制とそのスケジュ

ールを規定するために 1987 年にカナダで採択され 1989 年に発効した国際条約。我が国は 1988

年に締結した。採択後もオゾン層の破壊状況について各国で検討を行い、規制措置の強化のた

めの改正がなされた。正式名称は「オゾン層を破壊する物質に関するモントリオール議定書」。 

有義波高 

ある地点で一定時間（例えば 20 分間）に観測される波のうち、高いほうから順に 1/3 の個数ま

での波について平均した波高。これは目視観測による波高に近いと言われている。 
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225 

森ほか (2020) 

図 11.2.4 7～10 月の平均可能最大高潮（MPS）の 20 世紀

末に対する 21 世紀末の将来変化 
227 

森ほか (2021) 

図 11.3.1 気候長期再解析データに基づく波浪長期データに

よる波の高さの過去 35 年間（1980～2014 年）の

長期変化傾向（m/年） 

229 

Erikson et al. (2022) 

図 11.3.2 台風による極端な波高（10 年確率値）の将来変

化（%） 
230 

Shimura et al. (2015) 

図 13.1.1 熱帯鉛直循環の長期変化傾向 248 IPCC (2021) 

図 13.1.2 北半球環状モードの観測の長期変化傾向とモデル

実験解析 
249 

IPCC (2021) 
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図表番号・タイトル 掲載ページ 出典 

図 13.1.3 冬季中・高緯度における低気圧存在頻度の将来変

化 
251 

IPCC (2021) 

図 13.1.4 海面気圧の将来変化 253 IPCC (2021) 

図 13.2.8 現在気候及び将来気候の指数化した季節風（海面

気圧）の季節変化 
265 

Ito et al. (2025) 

図 13.3.1 冬季（12～翌 2 月）海面気圧の将来変化（hPa） 269 Gan et al. (2017) 

図 13.3.2 温暖化実験における夏季 850 hPa 風速の将来変

化 
270 

Endo et al. (2018) 

図 13.3.3 21 世紀末温暖化制御実験における夏季東アジア

（東経 125-145°平均）300 hPa 東西風緯度分布

の月別将来変化  

272 

Endo et al. (2021) 

図 14.1.1 各層における 1960～2010 年の溶存酸素量の変化  280 IPCC (2019) 

図 14.1.2 海洋における植物プランクトンの変動  282 IPCC (2021) 

図 14.1.3 大西洋子午面循環の強さ変動のシミュレーション 284 IPCC (2021) 

図 14.1.4 過去と将来の世界の海洋表層（深度 100-600m）の

溶存酸素量の総量の変化 
284 

IPCC (2021) 

図 14.1.5 海洋表層混合層深度の将来予測 286 IPCC (2021) 

図 14.1.6 海洋表層の硝酸塩及び純一次生産（NPP）の将来

予測 
286 

IPCC (2019) 

図 14.2.4 東経 137 度定線における混合層平均の時系列 290 Watanabe et al. (2005) 

図 付録 A.2.2 SST 分布の異なる 4 パターン（将来変化） 303 Mizuta et al. (2014) 

図 付録 B.1.1 世界平均地表気温及び英国の気温の予測にお

ける不確実性 
319 

Hawkins and Sutton 

(2009) 

図 付録 B.2.1 気象庁気象研究所全球大気モデルと CMIP マ

ルチモデルを比較対象とした領域 
321 

Ito et al. (2020b) 

図 付録 B.3.3 21 世紀末の日本域における地上気温の変化  326 Ito et al. (2020b) 

図 付録 B.3.4 21 世紀末の日本域における降水量の将来変

化の比較 
327 

Ito et al. (2020b) 

図 付録 B.3.5 日本域における各季節及び年間の最大日降水

量の将来変化 
327 

Ito et al. (2020b) 
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出典の記載例 

以下は、本報告書からの出典として記載する場合の例である。文部科学省や気象庁の他の資料か

ら引用した図表は、その資料からの出典として記載すること。 

 

① そのまま利用する場合 

出典：文部科学省及び気象庁「日本の気候変動 2025 — 大気と陸・海洋に関する観測・予測

評価報告書 —」（詳細編） 

文部科学省及び気象庁「日本の気候変動 2025 — 大気と陸・海洋に関する観測・予測評価報

告書 —」（詳細編）より引用 

本報告書中の文章（文部科学省及び気象庁「日本の気候変動 2025 — 大気と陸・海洋に関す

る観測・予測評価報告書 —」（詳細編）） 

図表タイトル（文部科学省及び気象庁「日本の気候変動 2025 — 大気と陸・海洋に関する観

測・予測評価報告書 —」（詳細編）） 

 

② 編集・加工して利用する場合 

文部科学省及び気象庁「日本の気候変動 2025 — 大気と陸・海洋に関する観測・予測評価報

告書 —」（詳細編）をもとに○○株式会社作成 

図表タイトル（文部科学省及び気象庁「日本の気候変動 2025 — 大気と陸・海洋に関する観

測・予測評価報告書 —」（詳細編））に加筆 

 

※ 本報告書中の文章及び図表を編集・加工した場合、それをあたかも文部科学省及び気象庁が作

成したかのような様態で公表・利用することは固く禁止する。
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お問い合わせ先 

内容等についてお気づきの点がありましたら、下記までご連絡ください。 

〒105-8431 

東京都港区虎ノ門 3-6-9 

気象庁 大気海洋部 気象リスク対策課 気候変動対策推進室 

電話 03-6758-3900（代表） 

気象庁ホームページ https://www.jma.go.jp/jma/index.html 

ご意見・ご感想はこちらから https://www.jma.go.jp/jma/kishou/info/goiken.html 

 

 

https://www.jma.go.jp/jma/index.html
https://www.jma.go.jp/jma/kishou/info/goiken.html
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